
Abstract

The purpose of this study is to identify the roles and expertise required of the

coordinator for“the period for integrated studies”.

In the USA, the majority of elementary schools, middle schools, and secondary

schools conducting service-learning have service-learning coordinators. These service-

learning coordinators are an invaluable part of the service-learning process.

In Massachusetts, service-learning is widely incorporated in primary and secondary

education and a service-learning specialist who supports service-learning at schools

within the state is assigned to the state board of education. As such, we conducted

interviews with service-learning coordinators or teachers in equivalent roles in the

state of Massachusetts. .

From the results of our surveys, we identified three points regarding the roles

and expertise required of service-learning coordinators：（1）community-based support

and（2）curriculum design and（3）creation of opportunities for reflection. Furthermore,

it was clear that the most important expertise required of service - learning

coordinators is the ability for all teachers to be able to conduct curriculum

management on their own.

In Japan, there is a need to develop coordinators who can oversee“the period for

integrated studies”but many of the initiatives being implemented now heavily on

community-based support. Moving forward, there is a need for the development of

coordinators with advanced expertise related to curriculum management, and

achieving this requires the immediate development of an environment to support

teacher training.
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１ はじめに－問題の所在と研究の目的－

総合的な学習の時間（以下，総合的学習）は，10年ほど前より「コーディネーターの育成な

どの支援策を充実することが必要である」１）と課題が指摘されている。文部科学省は，2006年

度から「総合的な学習の時間活性化プラン」を実施し，総合的学習の企画・調整を担うコーディ

ネーターを養成するための「総合的な学習の時間コーディネーター養成講座」を全国各地で実

施した。しかし，十分な成果を見る事なく，2009年度には予算措置が撤廃されている。また，

文部科学省の指導資料には，「総合的な学習の時間コーディネーター」の具体的な職務内容が

例示されている２）が，このようなコーディネーターの設置に関する報告はほとんど聞かれない。

2017年６月に発表された『小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編』（以下，解説）に

は，同年３月に一部改正された社会教育法について触れ，「地域学校協働活動推進員」をコー

ディネーター役とする方法を提示しているが３），総合的学習のコーディネーターに求められる

役割や専門性等に関する議論がほとんど聞かれない現状において，このコーディネーター役が

十分に機能するのかどうかは大いに疑問である。

本研究は，米国において実施されているサービス・ラーニング（Service-Learning，以下，

SL）を支えるSLコーディネーターが有する役割や専門性を明らかにし，総合的学習のコーディ

ネーターの在り方について考察することを目的とする。なお，SLと総合的学習との関連性に

ついては，全米SL委員会がSLを「教室で学んだアカデミックな知識・技能を，コミュニティ

の諸課題を解決するために社会活動に生かすことであり，それを通して，市民的責任や社会的

役割を感じ取ることを目的とした教育方法」４）と定義しているが，総合的学習の目標にある「積

極的に社会に参画しようとする態度を養う」５）こと，そして「探究的な見方・考え方」の要素

である「各教科等における見方・考え方を総合的に働かせる」６）こと等，その特質には多くの

共通点が見られる。また，倉本（2008）がSLと総合的学習との「教科の基礎基本と体験性と

の統合」７）を図るカリキュラム上の共通性を示している。このように，SL と総合的学習には

多くの共通性を見いだすことができる。そして，SLコーディネーターは，教師の技術的な支

援やコミュニティと一緒に行う活動をコーディネートする役割を担っており８），米国では，SL

の実施にあたりSLコーディネーターの存在が不可欠となっている９）。そのため，SLコーディ

ネーターから総合的学習のコーディネーターの在り方について多くの示唆が得られるだろう。

２ 先行研究について

総合的学習のコーディネーターに関する先行研究としては，廣瀬（2017）10），縄田（2016）11），

小宮ら（2010）12）などがある。例えば廣瀬は，高等学校の「総合コーディネーター」として，

自校の総合的学習のカリキュラム改善の手立てとして，１枚ポートフォリオを活用した振り返

りを導入している。また，小宮らは，中学校の総合的学習の担当者が，多忙な状況において短

時間で効率的な打ち合わせができるよう，「ゴールの明確化」，「効率的な提案」，「モデルの共

有」の３つのポイントを提示している。これらの研究は，総合的学習のコーディネーターとし
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ての取り組みの様子や成果がまとめられているが，総合的学習のコーディネーターに求められ

る役割や専門性等については言及されておらず，総合的学習のコーディネーターの在り方に関

する理論的・実証的な研究は見られない。

次に，SLコーディネーターに関する先行研究について論じるにあたり，まずはSLに関する

先行研究について概説する。SLの理論的研究は，1990年代から米国において多方面にわたっ

て展開されてきた。数多くの著書や論文が発表されているが，それらを概観すると，ドレイク

（Drake, 1993）13）やウェイド（Wade, 1997）14）らを中心とするカリキュラム研究，アイラー

（Eyler, 1996）15）やトール（Toole, 1995）16）らによるリフレクション研究，ブリングル（Bringle,

2003）17）らによる評価研究などがある。

このように，SLは着実に研究が積み重ねられているが，近年の研究の多くは高等教育を対

象としたものであり，また，発行される書籍のほとんどが，実践事例集をはじめとする教師用

の手引きに類するものである18）。SLコーディネーターについて言及している研究としては，

前出のウェイドの編著書の中で，SLコーディネーターの創設からその充実に至る過程，そし

て求められる資質能力について，実際にSLコーディネーターとしてミドルスクールに勤務し

た実践者であるパルド（Pardo, 1997）が執筆した“School Program Coordinator”がある19）。

この研究は，「SLコーディネーターの在り方についての提言」20）を含む示唆に富むものである

が，発刊から既に20年近くが過ぎており，SLを取り巻く状況が大きく変化している点，さら

には，彼女が勤務した１校の事例のみでSLコーディネーターについて論じられている点か

ら，総合的学習のコーディネーターの在り方を考察するにあたっては不十分さがある21）。そし

て，この研究以降のSLコーディネーターに関する理論的・実証的な研究は見当たらない。

わが国の先行研究に目を移してみると，SLに関する研究が本格的に開始されるのは2000年

前後であり，原田（2001）22）らに代表される福祉教育・ボランティア学習からのアプローチ，

倉本（2008）23）に代表されるカリキュラム研究からのアプローチ，唐木（2010）24）に代表される

社会科教育・公民教育研究からアプローチなどがある。また，SLの動向や今後の展望に関す

る研究としては，中野（2008）25）の研究などがある。

以上の研究によって，わが国においてもSLの理論的枠組みは定着しつつある。しかし，近

年は初等・中等教育に関する研究が乏しく，初等・中等教育におけるSLコーディネーターを

対象とする研究は行われていない26）。わが国でも近年のSLに関する研究で最も多い領域は，

米国と同様に高等教育に関するものであり，SLに関する科目を設置している大学もある27）。

しかし，唐木（2016）28）のように詳細な分析に基づく研究もある一方で，多くは自校のSLの紹

介程度にとどまっている上に，初等・中等教育との関連性は希薄である。

３ 研究方法と研究対象

筆者は2016年９月から10月にかけて，マサチューセッツ州の初等・中等教育のSLコーディ

ネーター，またはそれに類する職務を担っている教職員（ここでは，まとめてコーディネーター
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とする）に対して半構造化インタビューを実施した29）。インタビュイーやインタビューを行っ

た日時については表１の通りである。

本研究がマサチューセッツ州を対象とした理由は次の２点にある。一つは，同州が初等・中

等教育におけるSLが盛んであり，あらゆる学校種において広くSLが行われているからであ

る30）。そしてもう一つは，同州の教育委員会初等中等教育局には州内の学校のSLを支援するSL

スペシャリストが常駐していることにある。これらの理由から，わが国の初等・中等教育のカ

リキュラムに位置づけられている総合的学習への示唆を得る上で，本研究対象はきわめて有意

義と言える。

本研究では，コーディネーターの実態を正確に把握するために，様々なタイプの学校・機関

に所属するコーディネーターを研究対象とした。インタビューは，筆者が各学校・機関を訪問

し，施設内で行った。インタビューの内容については，インタビュイーの同意を得てICレコー

ダー及びビデオカメラで録音・録画し，後に逐語録としてまとめ，分析を行った。インタビュ

イーの所属や氏名は実名であり，各関係者の許可を得て公表に至っている。

表１ インタビュイーの基礎データ

氏名 性別 所属 役職・職名 経験年数
インタビュー

日時と時間

Michelle Heaton
ミシェル ヒートン

女性
FENN School
フェンスクール

SLコーディネーター ４年
2016年９月27日
（13分19秒）＊

David Holdorf
ディビッド ホルドルフ

男性

Concord Carlisle High School
（２ Volunteer）
コンコードカライル高等学校
（ツーボランディア）

ボランティア
コーディネーター

12年
2016年９月28日
（61分42秒）

Meegan Gliner
ミーガン グライナー

女性
Academy of the Pacific Rim School
アカデミー・オブ・ザ・パシフィックリム校

SLコーディネーター 13年
2016年９月29日
（29分27秒）

Kristen McKinnon
クリスティン
マッキンノン

女性
Massachusetts State Board of
Education
マサチューセッツ州教育委員会

SLスペシャリスト 12年
2016年９月30日
（89分06秒）

Michael Kozuch
ミシェル コズチ

男性
Newton South High School
ニュートンサウス高等学校

GCP（Global Communities
Program）ディレクター

10年
2016年10月４日
（70分56秒）

*インタビューに加え，第4学年のSLの課外活動（移動を含め60分程度）を視察した（SLコーディネーターとは別の担当者の授業）。

（１）フェンスクールのSLコーディネーター

フェンスクール（以下，FS）はマサチューセッツ州コンコード市にある私立男子校で，第

４学年から第９学年の生徒約330名が在籍している。

FSにとって，SLは重要なカリキュラムの一つとなっている。同校のSLは，市民的な責任

とより広いコミュニティの利益を教えることを通して，教室での学習に意味をもたせ，これを

強化することを目指している。

FSのSLコーディネーターのヒートンは，ミドルスクール（第６・７学年）の理科を担当す

る教師である。2012年に同校に着任した。その当時，同校ではSLは行われていなかった。着

任して間もなく，ヒートンはSLのプログラムの開発に着手した。プログラムは徐々に拡大し，

ローワースクール（第４・５学年）にもSLコーディネーターが配属されるようになった。イ

ンタビュー実施時，ヒートンは全校のSLコーディネーターとして，FSのSL全体の責任を負
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う立場にあった。

ヒートンが開発したSLのプログラムの具体例としては，第８学年では，食物についての研

究から始まり，貧窮者のためにフードパントリー（食物の施し所）と連携するプログラム，第

５年生では，理科での河川の学習から，NPOと一緒に近所の川の清掃活動に取り組むプログ

ラムがある。ヒートンが開発したSLのプログラムの概要は，対象学年や連携した機関等のリ

ンクとともに，同校のホームページにアップされている31）。

FSのSLに対する支援は手厚く，今後はアッパースクール（第８・９学年）でも１名のSL

コーディネーターが増員される予定となっている。

（２）コンコードカライル高等学校のボランティアコーディネーター

コンコードカライル高等学校（以下，CCHS）は，マサチューセッツ州コンコード市にある

公立高等学校である。第９学年から第12学年の生徒約1,300名が在籍している。州内の高等学

校の中でも生徒の学業成績はトップレベルにある。1980年から生徒にコミュニティの一人とし

ての意識を持たせるためにコミュニティ・サービス（以下，CS）を積極的に導入し，現在は

CSへの参加が卒業要件となっている32）。

CCHSのボランティア活動全般をコーディネートしているのは，生徒の保護者ら６名によっ

て組織される「ツーボランティア」（２ Volunteer）33）である。かつては，専任教員のコーディ

ネーターがこの職務に当たっていたが，州の財政の悪化のため，2004年にはコーディネーター

が不在となった。同校のCSが危機的な状況にあることを知った保護者が集まり，CSを継続さ

せるために結成されたのがツーボランティアである。以降，ツーボランティアが生徒にCSの

情報を提供している。

ホルドルフはツーボランティア

の代表であり，かつては彼もCCHS

に通う生徒の保護者であった。彼

のコーディネーターとしての最も

大きな職務は，CSの機会の確保

と，生徒の興味とCSのマッチン

グである。現在，100程度の団体か

ら依頼されているボランティアの

内容が，ツーボランティアのWeb

サイトにアップされている（図

１）。生徒は，興味のあるカテゴリー

や希望する地域などを入力するこ

とで，自分に合ったCSを探すこ

とができる。学校へのボランティ

図１ ツーボランティアのWebページからサービスの

内容や場所など，自分の興味・関心に合ったもの

を簡単に調べることができる。

米国のサービス・ラーニング・コーディネーターが有する役割と専門性から考察する
総合的な学習の時間のコーディネーターの在り方（加藤智）

― 57 ―



アの要請は1,000団体を超える。内容を精査し，CSとして採用するかどうかを決定するのも彼

の職務である。

ホルドルフは着任当初，SLの促進に向けて同校の教師らに働きかけたが，多くの教師はこ

れを歓迎しなかった。彼は「一からカリキュラムをつくる必要があることから，ほとんどの教

師にとって，SLのプログラムをつくることはとても難しいようだ。ツーボランティアがSLを

促進しようとした時期もあったが，教師一人一人が責任をもって行わないといけないため，大

変難しいことであった。」と振り返っている。同校でSLのプログラムを実施している教師は

３～４名であり，例えば地球科学を担当している教師は，毎年，農場でのSLをカリキュラム

に組み込んでいるが，SLが学校全体に広がるまでには至っていない。

（３）アカデミー・オブ・ザ・パシフィックリム校のSLコーディネーター

アカデミー・オブ・ザ・パシフィックリム校（以下，APR）は，ボストン市内の公立のチャー

タースクールである。第５学年から第12学年までの生徒約530名が在籍している。多くの生徒

の家庭は低所得であり，人種も多様であるが，国内トップレベルのチャータースクールと評さ

れ34），入学希望者が多く入学者は抽選によって決められる。

APRのSLはPREP（Pacific Rim Enrichment Program）と呼ばれる。PREPの誕生のきっ

かけは，APRが設立された1997年の年度最初の夏休みに，一人の生徒がノースイースタン大

学のSLセンターが主催するSLに参加したことであった。この生徒の経験を聞いた教師は，

家庭が裕福ではない同校の生徒が，他校の生徒と同様に様々な経験ができるようにしたいと考

え，PREPの基となるSLのプログラムの開発に着手した。その後，少しずつプログラムが充

実し，現在は第９年学年から第11学年の生徒が夏休みに75時間のPREPに参加することが同

校の卒業要件となっている35）。

APRのSLコーディネーターとして勤務するグライナーは，同校のドラマ（劇）の授業を担

当する教師である。彼女は，同校に着任して16年になるが，その内の13年間をSLコーディネー

ターとして勤務している。彼女はSLコーディネーターとして，サービスの機会をデータベー

ス化し，生徒にその情報を提供している。生徒は，同校のホームページ36）から，興味のあるサー

ビスの機会を探すことができる。

PREPに参加した生徒は，秋学期が始まったら，自分のサービスの経験について，すべての

学年の生徒によって構成される小グループで10分間のプレゼンテーションを行う。この発表

は，自身の経験のリフレクションとしての役割を果たしているが，同時に，新たにPREPに

参加することになる第９学年の生徒にとってのPREPの理解を促す役割も担っている。

PREPは，生徒が経験のリフレクションを行う機会を有しているが，カリキュラムとの明確

な関連は見られない。グライナーは「PREPは学校の授業との直接的なつながりはない。パラ

レル（並列）カリキュラムとして，教室の学習だけでは得られないスキルを獲得させることが

このSLのねらいである。」と述べる。彼女は，「PREPが生徒のキャリア形成の大きな役割を
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果たしている」と，その成果を主張するが，統合的なカリキュラム構造をもたないPREPは，

CSとしての性質が強い。

（４）マサチューセッツ州教育委員会のSLスペシャリスト

マサチューセッツ州では，国や州の助成金により，各学校あるいは各市にコーディネーター

を配置し，それぞれ独自にSLを実施していた。しかし，財政の悪化のため，それぞれの学校

や市でコーディネーターを雇用することが困難となった。そのため，同州は2004年から教育委

員会にマッキンノンをSLスペシャリストとして常駐させ，州内のSLを推進している。

SLスペシャリストの職務の一つは，各学校のSLのプログラム作成のアドバイスや，各学校

とコミュニティの組織と連携したSLのプログラムの作成である。同州のマルデン市では，

「Generation Citizen」37）と連携して，すべての市立学校の第８，第９学年の生徒全員が，社

会科のカリキュラムと関連したSLを行っている。このSLでは，生徒は法律の成立過程を学

び，自分のコミュニティや学校の問題を探し，その問題を解決する方策を自分で考えた。ある

プロジェクトでは，自転車で学校に通

いたい生徒が，自転車の交通問題に関

する問題の解決に取り組んだという。

マッキンノンのもう一つの職務は，

SLに関する教師トレーニングの実施

である。教師トレーニングでは，参加

者は実際にSLのプランニングを行

う。プランニングの際には，SLで扱

う「トピック・問題」と，そのSLを

実施する際の「コミュニティのパート

ナー」，「カリキュラムとの統合」，「生

徒の責任感」の３要素で構成される，

図２の「プロジェクト概観サークル」

を作成する。研修に参加した教師はそ

の後も定期的に集まり，SLの実践に

ついてリフレクションする機会が与え

られている。このトレーニングは大変

好評で，年間200名ほどの教師が自主的に参加している。

（５）ニュートンサウス高等学校のGCPディレクター

ニュートンサウス高等学校（以下，NSHS）は，マサチューセッツ州ニュートン市にある公

立高校である。約1800名の生徒が在籍し，毎年多くの生徒が世界的に著名な大学に入学してお

図２ トレーニングに参加した教師が作成したプロジェ

クト概観サークル（筆者訳，NHCSは教師の所属

校Neighborhood House Charter Schoolを指す）
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り，その教育水準の高さには定評がある。

NSHSには，独自のカリキュラムとして，思慮深く献身的でグローバルな市民を育成するこ

とを目的とする「Global Communities Program」38）（以下，GCP）がある。このプログラ

ムは，2006年に同校の５名程度の教師がハーバード大学大学院と連携して開始した。同校の

GCPの責任者がGCPディレクターのコズチである。コズチは歴史科の教師であったが，GCP

が始まる２年前からGCPのプログラムの作成を担当している。

GCPと通常の授業の決定的な違いは，「通常の授業が知識の獲得を主たる目的としているこ

とに対し，GCPは現実にある問題を扱い，その問題の解決方法を考えることである。」という。

GCPを担当する教師は，授業を現実の問題と結びつけるように努力している。GCPを選択す

る生徒には，学際的なプロジェクトを通して，国語科，歴史科及び理科の知識を統合すること

が求められる。最終学年では，生徒は自らの知識を活用し，コミュニティに実在する問題を解

決するプロジェクトを完成させる（すなわち，SLに参加する）39）。

NSHSではGCPを希望する生徒が多いため，希望者の中から抽選で選ばれた約200名の生徒

がGCPを履修している。そして，国語科，歴史科及び理科の教師12名がGCPを担当している。

さらに，NSHSでは，2015年からGCPをモデルとして理科，数学科及び芸術科で編成され

る新しい学際的プログラム「ダ・ヴィンチ・プログラム（DaVinci Program，以下DVP）」40）

をスタートさせている。コズチは，このプログラムの開発に加え，統合的なカリキュラム開発

が求められるGCPやDVPを担当する教師に対する指導やトレーニングを実施している。

４ SLコーディネーターが有する役割と専門性

今回の調査の対象となったSLコーディネーターあるいはそれに類する教職員（以下，コー

ディネーターとする）のインタビュー内容を質的帰納的に分析すると，彼らの果たしている役

割として，表２の通り，３カテゴリーと６サブカテゴリーが抽出された。以下，それぞれの役

割の具体とその役割を担う上で必要な専門性について考究する。

（１）コミュニティとの連携の促進

ホルドルフやグライナーの主な役割は，学校とコミュニティの橋渡しである。一方で，ヒー

トンやマッキンノン，コズチらもコミュニティとの連携を促進する役割を担っているが，彼ら

の役割は単なるボランティア先の確保にとどまらない。

SL（GCPを含む）では，コズチが述べているように，「コミュニティにある問題について，

解決策を考え，その実現に向けて取り組む」ことが求められる。また，ヒートンは，理科の河

川の学習と河川の清掃活動に取り組むNPOを結びつけるように，カリキュラムとコミュニティ

を結びつけることの重要性を指摘している。

したがって，SL等を担うコーディネーターには，単に学校とコミュニティの橋渡しに終始

するのではなく，カリキュラムやプログラムとコミュニティをつなげる役割が求められる。こ
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表２ SLコーディネーターの役割（下線は特にカテゴリーに関連する語りを表す）

カテゴリー サブカテゴリー 語り（抜粋）

（１）コ ミ ュ

ニティとの連

携の促進

学校とコミュニ
ティの橋渡し

生徒の興味のあることとCSでできることのマッチングをする。（ホルドルフ）
サービスの機会を探し，サービスの機会をデータベース化し，生徒にその情報を提供している。（グライナー）

カリキュラムや
プログラムとコ
ミュニティをつ
なげる

（カリキュラムと）コミュニティとどうつなげることができるのかを考えてプログラムを作る。（ヒートン）
（プランニングレッスンでは，「カリキュラムとの統合」の次に），協力を得られる「コミュニティのパートナー」，
どのように生徒が問題を認識し責任感をもつようになるかという「生徒の責任感」を考える。（マッキンノン）
最終学年では，GCPで何らかのプロジェクトをつくる。それは，コミュニティにある問題について，解
決策を考え，その実現に向けて取り組むことだ。（コズチ）

（２）カリキュ

ラム・デザイ

ンの実施

プログラム・カ
リキュラムの構
造化

まずはカリキュラムを理解し，それをコミュニティとどうつなげることができるのかを考えてプログラ
ムをつくり，生徒がコミュニティに参加できるようにしている。（ヒートン）
プランニングレッスンでは，最初に「カリキュラムとの統合」を考える。（マッキンノン）
（国語や歴史に比べ）理科のカリキュラムは，まだプログラムとのつながりが十分ではない。今後，教師
がカリキュラムについて話し合う時間をどのように生み出すかが課題だ。（コズチ）

カリキュラム・
デザインに関す
る教師トレーニ
ング

重要なことは，コーディネーターを増やすことではなく，各クラスの教師が自分でSLをすることができ
るようになることである。（ヒートン）
プランニングのトレーニングの目的は，一度ステップバイステップでカリキュラムを作ることで，今後
異なる状況であっても，教師が自分の力でカリキュラムを作ることができるようにすることである。ト
レーニングプログラムでは，終了後にアンケートを取っており，ほぼ100％の教師が，参加して新しいこ
とを学び，学んだことが役に立つと感じている。学年終了後には再度アンケートを取り，87％の教師はSL
を実践している。（マッキンノン）
GCPの授業を行う教師のトレーニングは，開発したツールがあるので比較的容易である。（コズチ）

（３）リ フ レ

クションの機

会の創出

生徒のリフレク
ションの実施

生徒はリフレクションとして，活動に参加した目的と，印象に残っていることを書く。非常に長文の生
徒もいる。（ホルドルフ）
新年度になると，サービスに参加したすべての生徒が，すべての学年の生徒によって構成される小グループで自
分の経験を発表する。この発表は，生徒が自分の経験をリフレクションする役割を果たしている。（グライナー）
どのような学習でも，リフレクションは最も大切である。教師のトレーニングにおいても，リフレクショ
ンの重要性について伝えている。（マッキンノン）

教師のリフレク
ションの実施

自分のSLの成果が見えないと，教師はSLを続けようとは思わない。（中略）夏休みの研修プログラムに
参加した教師のチームは，その後もう一度集まり，SLのリフレクションをしている。生徒のサービスへ
の参加の様子や意識の変化などを見ることで，教師はSLの重要性を理解できる。（マッキンノン）
夏休みに教師が４～５日間程度集まり，前年度のリフレクションを基に新たなプログラムを考えている。
この集まりは職務の一環であり，給与も支給されている。（コズチ）

の役割を担うためには，コミュニティの実態やニーズを把握と，カリキュラムやプログラムに

ついての理解が不可欠であり，これらがコーディネーターに求められる専門性の一つと言える

だろう。

（２）カリキュラム・デザインの実施

ホルドルフは着任当初，SLの促進に向けて同校の教師らに働きかけたが，「教師はとても忙

しい。ツーボランティアは多くの教師とSLとつなげる協力をしたかったが，努力してもでき

なかった。」と，ボランティアスタッフとしてのカリキュラムへの関与の限界を口にしている。

一方で，グライナーは，教師として生徒の適性や望むキャリア形成に合ったサービスの機会を

提供しているが，PREPをカリキュラムと関連付けるまでには至っていない。したがって，教

師であっても，統合的なカリキュラムが求められるSLを実施することは容易ではないことが

うかがえる。

コズチは，GCPにおいて常にカリキュラムを実社会にある問題と結びつけ，プログラムの

構造化を目指している。ヒートンも，SLのプログラムを，カリキュラムとコミュニティ（に

ある諸問題）とをつなげるところから作成している。そして，マッキンノンはSLのプランニ

ングレッスンの最も重要なポイントとして，「カリキュラムとの統合」を挙げている。３名の

インタビューから，コミュニティに現実にある諸問題とカリキュラムをどのようにつなげる

か，すなわちカリキュラム・デザインの実施がコーディネーターの役割と言える。
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ヒートンは，「重要なことは，コーディネーターを増やすことではなく，各クラスの教師が

自分でSLをすることができるようになることである。」と述べているように，一人一人の教

師がSLを自分でマネジメントする能力を備えることの必要性を訴えている。マッキンノンに

よる教師トレーニングの目的も，「教師が自分の力でカリキュラムを作ることができるように

する」ことであり，ヒートンの主張と一致する。そして，彼女のトレーニングを受講した教師

の約９割はSLを実施している。また，コズチは，GCP等を担当する教師が，自らの力でプログラ

ムとカリキュラムとを統合できるようにすることを目指し，プログラムの構造化に関する教師

のトレーニングを実施している。したがって，コーディネーターが担うべき役割は，学校のSL

等のすべてを請け負うことではなく，すべての教師が自分でカリキュラムをデザインできるよ

うにすることであり，その指導スキルがコーディネーターに求められる専門性と言えよう。

（３）リフレクションの機会の創出

ホルドルフは，CSで最も大切なことを生徒のリフレクションだと語る。その理由を「なぜ

この活動をしているのかを考えさせないと，活動に参加する意味はなくなる」と述べる。グラ

イナーやマッキンノンも，SLにおける生徒のリフレクションの重要性を指摘している。生徒

のリフレクションは，ブリングルとハッチャー（Bringle & Hatcher, 1999）が，「リフレク

ションを通して，子供たちは，教室で学習する抽象的な内容と，具体的な体験とのつながりを

形成する。」41）と論じているように，サービスと学習とをつなぐ役割を担っており。その実施は，

コーディネーターの役割の一つと言える。

一方で，マッキンノンは教師のリフレクションの重要性も指摘している。彼女は，「自分の

SLの成果が見えないと，教師はSLを続けようとは思わない。」と述べる。教師トレーニング

に参加した教師は，SLの成果や課題を明らかにするために，定期的に集まり，生徒のサービ

スへの参加の様子や意識の変化等を分析する機会を与えられている。彼女はこのリフレクショ

ンの目的を，「SLは仕事が増えるのではなく，教師として新しいツールを得ることができると

いうことを理解すること」と説明しており，リフレクションの機会を通して，教師はSLの重

要性を理解することができると言えるだろう。また，コズチによると，NSHSでは，夏休みに

前年度のGCPの取り組みについてリフレクションをする機会が確保されている。米国では，

夏休みに教師が集まることは一般的ではなく，職務の一環として（有給で）このような機会が

設定されていることは特筆すべきことだろう。

マッキンノンが行っている教師のリフレクションには，生徒のリフレクションが欠かせな

い。なぜなら，彼女は生徒のリフレクションの記録を用いて，「生徒のサービスへの参加の様

子や意識の変化など」を明らかにして，教師のリフレクションに反映させているからである。

したがって，生徒のみならず，教師自身のSL等のリフレクションの機会を創出することがコー

ディネーターに求められる役割と言える。そして，このような役割を担うための専門性として

は，リフレクションの具体的な視点や方法を与えるスキルを指摘できる。
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５ 総合的学習のコーディネーターの在り方

ここまで，米国のコーディネーターが有する役割や専門性について論究してきたが，最後に

総合的学習のコーディネーターに求められる役割と専門性等，そして今後求められる総合的学

習のコーディネーターの在り方について言及したい。

わが国では2017年３月に新学習指導要領が告示され，各学校において教科領域を問わず，学

校全体でカリキュラム・マネジメント（以下，CM）に取り組む必要性が指摘されている42）。

CMは，「①カリキュラム・デザイン」，「②PDCAサイクル」，「③内外リソース活用」の３つ

の側面で捉えられる43）。この３つの側面は，本稿で示した米国のコーディネーターが担う役割

とほとんど合致する（①は（２）カリキュラム・デザインの実施と，②は（３）リフレクショ

ンの機会の創出と，③は（１）コミュニティとの連携の促進と合致する）。CMは総合的学習

のみに求められるものではないが，総合的学習は「他教科とのカリキュラムの内容上での連関

性を図り，計画的，組織的に教師間による協働をしていく必要性が特に想定される」44）領域で

あり，とりわけCMの重要性が増す。それゆえ，米国のコーディネーターが担う役割や彼らが

有する専門性は，総合的学習のコーディネーターに求められる役割・専門性にも共通すると考

えられる。

そのような視座から総合的学習のコーディネーターの在り方について考究すると，「（１）コ

ミュニティとの連携の促進」については，近年，わが国では地域連携を推進するコーディネー

ターを設置する事例が増えており，特に「社会教育主事」を活用する取り組みが目立つ45）。し

かし，これらの事例を見ると，その役割は地域連携支援に偏っている。授業への参画やカリキュ

ラム・デザインへの関与はほとんど見られず，その効果については星（2013）が「単なるボラ

ンティアとなっている」46）と指摘しているように，不十分と言わざるを得ない。冒頭に述べた

地域学校協働活動推進員についても同様の課題が懸念される。したがって，総合的学習のコー

ディネーターには以下の（２）及び（３）の役割がより強く求められる。

「（２）カリキュラム・デザインの実施」は，総合的学習や学校のカリキュラムに関する深

い専門性が求められる。小宮ら（2010）は，総合的学習のコーディネーターとして，各学校の

総合的学習の担当者を想定している47）。しかし，総合的学習の担当者の多くが，担当者として

の経験が浅く，その専門性を高められる状況にないという課題も明らかとなっている48）。一方

で，仙台市立広瀬小学校では，生活科と総合的学習のコーディネータトを担う立場として，「生

活・総合コーディネーター」を設置している。その役割の中心は「同僚の授業づくり・単元づ

くりをバックアップする」49）ことであり，成果として全学年，全学級がそれぞれ独自のカリキュ

ラムで，より児童の興味・関心に沿った学習課題に取り組んでいる。しかし，同校のタイプの

コーディネーターを設置する学校が他に広がっていないこと，学校や教育委員会からの組織的

なサポートを受けているわけではなく，個人的な取り組みとなっていることといった課題が残

されている50）。こうした状況を踏まえると，総合的学習のコーディネーターがその学校の総合

的学習のすべてを請け負うのではなく，すべての一人一人の教師が自分で総合的学習をマネジ
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メントできるようにすることが，総合的学習のみならず，学校の教育活動全体の質の向上のた

めには不可欠であり，そのスキルを有する総合的学習のコーディネーターの養成が緊要と言え

よう。

「（３）リフレクションの機会の創出」では，児童生徒のリフレクションに関する実態や課

題については先行研究でも明らかとなっている51）。一方で，教師による自らのカリキュラムや

授業実践についてのリフレクションは，これまで十分に行われていたとは言い難く，解説にお

いても，「教育課程の評価」の在り方についての記述は見られるものの，具体的な内容や方法

についての言及には至っていない52）。総合的学習の授業評価やカリキュラム評価に関する研究

は，村川（2004）53）や佐藤（2003）54）らによって実証的に行われてきたが，これらによる授業改

善，カリキュラム改善に関する報告事例は多くない。これらの研究を生かして教師自身のリフ

レクションを推進していくことが，CMの充実には肝要であり，今後総合的学習のコーディネー
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